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　Masato Otaka escaped from the life of modernist architecture and realized the integration of "PAU" Prefabricated by 
Otaka Prefabricated is the prefab that started the modernization of concrete. The goal was to find out what the prefabricated 
building was like, the industrialization of Otaka, and the construction of concrete.

1. 研究背景及び目的

１：日大理工・院 ( 前 )・建築 ２：日大理工・教員・建築

　大高正人はモダニズム建築の矛盾を訴えその解決
を目指し ,「PAU」の理念にもとづく新たな統合を目
標とした . 大高が実践したプレファブリケーションは
効率化、合理化を目指した当時の工業化とは大きく
異なったものであった . プレキャストコンクリートの
架構方式に着目し , 大高が目指したプレファブリケー
ションの手法とその理念は如何なるものであったかを
明らかにすることを目標とする .

/ A:Art&Architecture / U:Urbanism の３つの目的を掲
げ , その統合を目指した .「「Prefabrication」は「建築
の工業生産化という角度から近代の方向を見定める」

「Art & Architecture」は「建築をもっと素朴な生活用
具および芸術品として見直してゆく」「Urbanism」は

「都市および建築群をとり上げて , ひろく社会的な現
実から見てゆく」ことである .」［２］と示している .

3. 大高正人建築設計事務所設立後の活動

　大高正人が掲げた設計理念「PAU」P:Prefabrication 
/ A:Art&Architecture / U:Urbanism についての言説、
建築や都市に対する思想を整理し , 大高が「PAU」の
統合を目指した背景を明らかにする .
　人工土地部会による「人工土地」の概念 , 槇文彦と
共同で提案した「群造形」などの , 一次資料 , 作品分
析を行うことで大高が目指した “U: Urbanism” の理念
及び設計手法を再考する .
　大高の建築作品から "P: Prefabrication" が実践され
た建築作品を対象とし , 架構方式のモデリングによる
架構図の作成、その分析及び分類を行い , 大高が目指
した工業化は如何なるものであったかを検証する .

2. 研究方法

　大高は事務所設立から雑誌等で確認できるもので
65 の発表された建築作品があり , また数多くの都市
計画に携わっている . 事務所設立の 1962 年から最初
の 10 年で全体の 7 割ほどの発表された作品を手掛け
ており , それ以降は大高の出身地である「三春町のま
ちづくり」や「みなとみらい 21」など都市計画に仕
事の場を移していった .［１］

 大高正人建築設計事務所を設立する際 , 大高正人がそ
れまでの経験から建築と都市に対し ,P:Prefabrication 

4. プレファブリケーションの展開

　大高正人建築設計事務所を設立した 1962 年から
1973 年まで建築系雑誌上 ( 建築 , 新建築 , 建築文化 )
で確認できる建築作品から鉄筋コンクリート造及びプ
レキャストコンクリート造の 17 作品を対象とし , 構
造家 , 言説 , 架構方式のモデリングによる架構図の作
成を行い , 分類をした .(Table1)
　分類を行った結果 ," ２つのコアと数本の柱で構成
( コア型 )","PC によるシステムの原型となる構成 "," プ
レキャストコンクリートによる構成 "," ユニットによ
るプレファブリケーション " の４種類に分類をするこ
とができた .
　" ２つのコアと数本の柱で構成 ( コア型 )" は初期の
4 作品で使用され , 青木繁が構造設計を行っている . コ
アと外周部に配置された柱により , 柱のない自由な平
面を作り出していることがわかる . 一部でプレキャス
トコンクリートが使用され , 初期のプレファブリケー
ションによる試みであると言える .
　"PC によるシステムの原型となる構成 " は２種類に
分けられ , 山内農業共同組合会館 , 新居浜農業共同組
合会館の 2 作品は平行に配置された大梁に小梁を架
ける構成で空中架構方式と同じ構成となっている . 坂
出人工土地もグリッド状に梁が配置され , プレグリッ
ドシステムの原型と言える . 言説から PC の導入が検
討されていたが , 実現には至らなかった .
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Table1. Classification of architectural works by reinforced concrete construction and precast concrete construction

　大高が実践した P: Prefabrication は標準化や単純化
のみを目指したものではなく、多様で豊かな建築空間
の創出を目的としたものであることがわかった .
　さらに , それらのプレキャストコンクリートによる
システムは群の秩序を生むシステムであり , 都市ス
ケールに展開することで "PAU" の理念の統合を目指
し , 群造形を実現させることで多様な建築空間の創成
に寄与するものだったと考えられる .

[1] 蓑原敬 , 松隈洋 , 中島直人「建築家 大高正人の仕事」
エクスナレッジ ,2014 年　[2] 大高正人『事務所を開
くに当たって「東京文化会館」以後』新建築社 ,1961.
年　[3] 大高正人 , 川添登「メタボリズムとメタボリ
ストたち」美術出版社 ,2005 年　[4] 大高正人「群
の秩序」新建築 ,1968 年　[5] 栗田勇「現代日本建築
家全集 18 大高正人」三一書房 .1970 年　[6] 大高正
人展実行委員会「建築と社会を結ぶ 大高正人の方法 
PAU」文化庁 ,2016 年　[7] 大高正人 , 槙文彦 , ミド設
計研究所「群造形へ」建築文化 ,1960 年
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図 .5 千葉県立中央図書館

図 .1 全日本海員組合本部会館　図 .2 自動車労連会館

図 .6 南郷農協会館 　　　　　　図 .7 自動車労連教育センター

図 .3 新居浜農業協同組合会館 　　　　　　図 .4 坂出人工土地

ユニットによるプレファブリケーション

PCによるシステムの原型となる構成２つのコアと数本の柱で構成 (コア型 )　

プレキャストコンクリートによる架構方式

6. まとめ

　大高は建築及び都市について「群のディテールは ,
あくまでも個性的に完成してゆきながら , その生成と
消滅の過程を通じて、その群の上に社会的な全体像を
とらえようとする . 変化する全体と部分の関連の上に
ひとつの造形を求めようとするのが群造形の考え方で
ある .」［3］と述べている . つまり , 群造形において " 個
の自由 " を包含しながら " 全体として秩序 " があるシ
ステムが必要であるとしている .
　前章で作品分析を行った結果 , プレキャストコンク
リートによるシステムは , 自由に組み合わせのできる
システムであることが明らかになり , 大高はこのシス
テムを都市スケールで展開することを示していた .［4］　　　　　

つまり , 部分は自由に創られながらも , プレキャスト

5. 群の秩序と PC コンクリート架構方式

" プレキャストコンクリートによる構成 " は空中架構
方式とプレグリッドシステムの 2 種類がある . これら
のシステムの特徴としてプレキャストコンクリートに
よる架構方式により自由な平面と小規模から大規模ま
で自由な組み合わせができることである . ひとつのシ
ステムが自由に組み合わせることにより , 単純化では
ない , 多様な工業化を目指していたことがわかる .
" ユニットによるプレファブリケーション " は型枠ユ
ニットや立方体ユニット , 屋根トラスのユニットなど ,
多種のレファブリケーションが確認できた .

コンクリートシステムによって " 部分の自由 " を関係
付けることで ," 全体の秩序 " を生もうとしていたとい
える . すなわち , プレキャストコンクリートによるシ
ステムは群の秩序を持ったシステムであるといえる .
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